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環境関連の法規制�
◆再生資源利用促進法�◆容器包装リサイクル法�

◆PRTR法�

◆土壌汚染対策法�
◆グリーン購入法�

（２０００年４月全面的施行）�

（２００１年４月施行）�

（２００１年４月改正）�

（２００１年４月施行）�
（２００３年２月施行）�

●メーカーの容器包装材リサイクル義務� ●メーカーでの再生資源利用を促進�

●化学物質排出量�
届け出の義務�

●土壌汚染状況調査義務�
●国、自治体のグリーン購入を促進�

循環型社会形成�
推進基本法�

（２０００年５月成立）�

遵守�

企業経営へ大きな影響�
（対応できない企業は市場から排除）�
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１）環境関連の法規制

産業の発展により，地球環境に与える影響が

大きくなり，数年前から海外だけでなく，国内

でも環境有害物質の使用，排出を法的に規制す

る動きが顕著になってきております。

２０００年５月の循環型社会形成推進基本法の制

定に伴い，メーカーの容器包装材リサイクルを

義務づける容器包装リサイクル法，化学物質排

出量の届出を義務付けるＰＲＴＲ法，メーカー

の再生資源利用を促進する再生資源利用促進法，

土壌汚染状況調査を義務付ける土壌汚染対策法，

グリーン購入法など様々な規制をうたった法律

が制定されてきております。これらの法規制を

遵守することが，企業経営に対して大きな影響

を与え，対応できない企業は市場から排除され

かねません（図１）。

２）車両関係の環境法的規制

海外ではご存知のように車両関係の法規制と

してＥＬＶ指令があります。ＥＬＶ指令とは欧

州廃自動車指令で，これは使用済み車両からの

廃棄物の低減と適正処理を目的として，２０００年

９月に制定されております。

ＥＵ加盟各国で環境負荷物質に関する要求事

項が法制化され，２００３年の７月１日以降に鉛，

水銀，カドミウム，６価クロムの使用を基本的

に使用禁止としております。

ただし，現行の防錆めっき，コーティングに

対する６価クロムの使用は適用延期とされ，２００７

年７月１日以降の使用禁止とされております。

これに伴い，国内の大手車両メーカーでは，２００５

年１月よりねじ部品に関して，６価クロムの使

お客様の環境・品質要求とＩＢラボ

技術開発課 鈴木 弥生

図１．環境関連の国内法
規制
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環境品質管理の流れ�
お客様� イワタボルト�

図面� 環境要求事項�

協力工場�

協 力 工 場�
製　　品�

保証データの保有�図面�
非含有�
注記記載� 非含有�

保証データ�

非含有�
保証データ�

非含有�
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2.  禁止物質の非含有確認�

3.  重点管理指定と成分分析�

ICP（IBラボ）�

＋�

用が禁止され始めました。

３）家電関係の環境法的規制

家電関係の主な環境法規制としてはＲｏＨＳ

指令，ＷＥＥＥ指令があります。

ＲｏＨＳ指令とは，欧州特定有害物質の使用

禁止指令で，ＷＥＥＥ指令とは生産者による回

収・処理・再生・処分を義務付ける，廃電気電

子機器の法規制です。

この二つの規制は，ＥＬＶ指令の規制４物質

にＰＢＢ（ポリ臭化ビフェニール），ＰＢＤＥ

（ポリ臭化ジフェニールエーテル）の２つを追

加した，６物質の使用が禁止されております。

ポリ臭化ビフェニール，ポリ臭化ジフェニール

エーテルはプラスチックなどの難燃剤として使

用され，環境ホルモンとして知られております。

使用禁止期限が来年２００６年７月とせまり，国内

の大手家電メーカーは２００４年より使用規制を始

めております。

４）環境管理の必要性

このような流れより，以前までは品質 Quality，

価格 Cost，納期 Deliveryの３要素が求められ

ておりましたが，国内外の環境規制により，

環境 Environmentとデータ等の情報も含めた

Serviceの提供が求められております。現在で

は，このＱＣＤ＋ＥＳを満たすことが製品を納

入する上で重要となってきております。

５）お客様の要望

現在，製品を納入するに当たって，求められ

る環境・品質保証は今までになくハードなもの

となっております。

図２は，お客様，イワタボルト，協力工場の

環境品質管理の流れです。お客様からの要求と

して，図面に禁止化学物質非含有の記載があり，

イワタボルトでは同様に協力工場に非含有の裏

づけを求めております。協力工場には２次加工

先，材料副資材等仕入先との間で非含有保証デ

ータの取り交わしをして頂き，保証データの保

有をして頂きます。弊社が要望した際には，協

力工場より非含有保証データを提出して頂きま

す。

弊社はそのデータの確認と，必要な際にはＩ

Ｂラボに設置されているＩＣＰによって分析を

行い，お客様へ非含有保証データを提出いたし

図２．環境品質管理の流れ
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紫外可視分光光度計�

国内外のイワタボルトグループで環境・品質�
の改善とお客様の要求に対応できます。�

ＩＣＰ－ＯＥＳ�

ます。製品に必要とされる保証データとして，

有害物質の分析データがありますが，鉛，水銀，

カドミウム，６価クロムに関する「分析データ」

は，分析機器の指定のある場合がほとんどで，

これらのお客様の環境・品質要求へ積極的に対

応するために２００４年４月にイワタボルト本社１

階に品質管理，技術試験の為の解析センターと

してＩＢラボを設立し，ＩＣＰ（図３）を新規

導入しております。

６）ＩＢラボ設立目的

ＩＢラボ設立の主な目的は，

１） 技術・品質部門としてお客様のニーズに対

応すること。

２） 環境負荷物質の含有量の調査。

３） ＳＯＦＩセンターと併せて，イワタボルト

の環境・品質対応のＰＲ。

４） 機能あるいは機械的性質にまつわる不具合

発生時に迅速に対応することです。

注）ＩＢラボ，ＩＣＰ，及びＩＢラボのその他

の設備の詳細につきましては，２００４年９月に

発行されたシグマ No.１０２またはイワタボル

トホームページ（http : //www.iwatabolt.co.jp

/sig102.htm）をご参照ください。

７）紫外可視分光光度計

なお，イワタボルトでは，６価クロム等の定

量分析を行うためにＩＣＰのほかに紫外可視分

光光度計（図４）を国内の栃木工場，ロサンゼ

ルス工場，シンガポール工場，シンセン工場の

４ヶ所に設備し，国内外のイワタボルトグルー

プで環境・品質の改善とお客様の要求にお応え

しております。イワタボルトはこれまで述べま

した取組みにより，締結体の機械的性質から環

境対応までお客様の要望にトータルに品質・技

術対応することを目指しております。

８）イワタボルトの購入面での環境取組み

イワタボルトの購入面での環境対応として主

に３つの取組みがあります。

１つめは，グリーン調達の強化，環境システ

ムの構築です。

環境負荷物質の含有は，企業生命を揺るがす

事態となっております。２次，３次加工先まで

管理の徹底により，材料から梱包を含む副資材

に至るまで，環境負荷物質が混入しないシステ

ムの構築と工程の確認を協力工場に実施してお

ります。

図３．ＩＣＰ－ＯＥＳ
約５０種の元素を微量濃度まで測定する誘導結合プラズマ
発光分析装置 図４．紫外可視分光光度計

約５０種の元素を微量濃度まで測定
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２つめは，環境・品質保証です。環境・品質

保証は取引を継続するうえで最重要項目になっ

ております。環境・品質への対応が遅れている

協力工場へは，取引基本契約書，及び環境・品

質協定書の内容を確認して頂き，取組みの強化

をお願いしております。

３つめは，グリーンラベルの徹底です。現

状，３価クロメートと６価クロメートが混在し

ているので，識別のために３価クロメート品へ

はグリーンラベル貼付の徹底をしております。

９）イワタボルトの品質面での環境取組み

イワタボルトの品質面での環境対応として主

に３つの取組みがあります。

１つめはＩＳＯ１４００１環境マネジメントシス

テムの構築への取組みです。国内大手自動車メ

ーカーでは，部品調達先の国内工場は２００５年，

海外工場は２００８年の年末までにシステムの認証

取得が要求されております。イワタボルトは国

内では栃木工場と埼玉工場，また海外ではロサ

ンゼルス工場とシンガポール工場で認証を取得

しており，現在２００４年に設立した中国のシンセ

ン工場についても認証取得へ向け対応中です。

２つめは，６価クロムフリー・３価クロメー

ト処理への切替の推進です。弊社のお客様の自

動車，家電業界様ではすでに切替が始まってお

ります。今年度から来年にかけてこの流れは加

速されます。弊社でも協力工場のめっき加工依

頼先の工程を確認し，切替を促進しております。

協力工場に対しては，３価クロメート品納入に

際し，合格または条件付合格のめっき業者で処

理することをお願いしております。

３つめは，弊社納入品の初物，及び要請時の

表面処理に関する検査データ管理です。お客様

要求事項の６価クロムフリーの分析データに対

応するため，弊社は品質管理としてＩＣＰ分析，

また，工場製品の品質保証として紫外可視分光

光度計を設備し，協力工場へも分析機器の保有

を推進しております。協力工場へはその他に膜

厚測定結果，塩水噴霧試験結果の保有について

もお願いしており，お客様が要望された際には，

それらの管理データを提出できる体制をとって

おります。

１０）分析データの評価基準

なお，評価基準につきましては，特に指定の

ない限り，「ＪＩＳ Ｈ ８６２５電気亜鉛めっき及

び電気カドミウムめっき上のクロメート皮膜」

に基づき，耐食性については，「ＪＩＳ Ｈ ８５０２

めっきの耐食性試験方法」による中性塩水噴霧

試験方法で行なった時，亜鉛膜厚５μm以上で

白色腐食生成物発生７２時間以上を保証しており

ます。

６価クロムフリー分析データについては「不

純物」としての６価クロム混入限度を，ＲｏＨＳ

指令，ＥＬＶ指令の規定をもとに，お客様では

１００ppm以下としておりますが，弊社ではこれ

を５０ppm以下としております。

１１）最 後 に

以上，お客様の環境品質要求の高まりと弊社

の環境・品質の取組み状況，また弊社から協力

工場への取組み事項を述べさせて頂きました。

今年から来年にかけて６価クロムフリー表面

処理への切替が加速され，ある意味で画期的な

時期に直面しており，他のメーカーとの差別化

の契機ととらえることが出来ます。

イワタボルトは，お客様に安心して納入した

製品をご使用頂くために，これからも積極的に

お客様の環境・品質要求に対応してまいります。
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ソニー株式会社の「２００５年度サプライヤー・

パートナー・コンファレンス」が１月１９日（水）

午前１０時３０分より東京・新高輪プリンスホテル

「国際館パミール」で開催されたました。今年

は多数の取引サプライヤーの中から厳選された

６２０社，７００名が招待されました。

当日，当社はソニー株式会社が進めている

「ＰＡＮＤＡ活動におけるねじ集約に対し他社

をリードして品種・表面処理方法の選定及び品

質について多大な貢献をした」として，その努

力と功績に対し安藤国威代表執行役社長より岩

田社長と岩田常務が感謝状と記念品目録を受け

ました。

ソニー株式会社はグローバルなビジネス環境

に対応するため，数年前よりＰＡＮＤＡ「Parts

Number Decrease Activity（部品番号削減）…

部品点数の削減，集約統合」活動を積極的に進

め，部品管理工数の低減，部品品質の向上，価

格の優位性の構築を図ってきています。

ねじ部品に付いては２００４年初時点で約１４，０００

点が使用されていましたが，２００４年末時点で９００

点に集約，本年２００５年３月末日迄に２００点への

集約が完了する計画です。

世界的な環境対応の中で部品集約と平行して

６価クロムフリー対応でも他社に先駆けて２００５

年１月１日から３価クロム処理への切替を実施

２００５年度サプライヤー・パートナー・コンファレンス席上で

イワタボルト，ソニー株式会社より感謝状を授与
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しています。

更に取引サプライヤーの削減活動にも取組ま

れ４，７００社のサプライヤー数を最終的には１，０００

社へ削減する計画を現在進めています。

このような状況の中で，当社はソニー株式会

社の要求に早い時点より積極的な対応の取組み

を図り，ねじ・ファスナー部品の専業メーカー

として永年の生産活動や供給活動の中で培った

様々な経験より機能面・流通面・品質面等で種々

の提案を行ってきました。

且つ環境対応として昨年本社の中に「ＩＢラ

ボ」を開設し，ＩＣＰ－ＯＥＳを導入，締め付

け試験機や各種測定機器を設置し，更に社内４

工場（栃木・ロサンゼルス・シンガポール・

深�工場）には分光分析機を設置し，国内外で
の最終製品の機能と品質保証体制を整備して

「Made by ＩＷＡＴＡ ＢＯＬＴ」を信頼の

合言葉に日常業務を進めて対応した事が評価さ

れた結果として，今年の授与と考えています。

益々厳しい経済環境の中で当社はお客様への

部品の安定供給と品質の保証，環境対応を更に

徹底し皆様から「Made by ＩＷＡＴＡ ＢＯ

ＬＴ」とご指名を戴けるよう日々の業務を邁進

し向上させて行く所存です。

今後とも皆様の更なるご指導ご愛顧をお願い

致します。

五反田営業所統括所長

岩崎 隆三

最新技術を体感できる愛知万博

２１世紀最初となる愛知万博（愛・地球博）

が自然の叡智をテーマに世界１２０ヵ国余が参

加してこの３月２５日から名古屋東部の長久手

町・豊田市，瀬戸市を会場に開幕しました。

会期は９月２５日までの１８５日間。

ユビキタスネットワーク時代を迎えてＩＴ

技術や環境がテーマなどの多彩な最新技術が

出展され，関心が高まっているようです。

新しい輸送システムもその目玉のひとつと

なっており，実用としては我が国で初となる

磁気浮上式リニアモーターカー（ＨＳＳＴ）

や，ＩＭＴＳの新交通システムがあります。

このＨＳＳＴは万博会場駅と地下鉄藤が丘

駅をつなぐ約９㎞を走行し，最高時速は１００

㎞ですが走行時約４０db程度と静粛性が自慢。

ＩＭＴＳは最新のＩＴＳ技術により専用道

は無人自動走行し，また無人隊列走行（複数

の車両が一定の間隔で一つの列車のうように

走行する）する新交通システムです。

新発見を楽しみに見学してみたいものです。

●記念品・ソニーの最新型テレビ。
イワタボルトの高品質のねじ・
ファスナーが大量に使用されて
います。
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中国広東省深�市宝安区松崗鎮の同富裕工業
園内に於いて２００４年９月２５日（土）午前８時５０

分より岩田螺絲（深�）有限公司（イワタボル
ト・シンセン工場）の第２期工事地鎮祭（中国

語では奠基典礼）が執り行われました。

岩田螺絲（深�）有限公司は第１期工事を０４
年５月に竣工させ，７月より操業開始いたしま

したが中国圏に於ける自動車関連産業の目覚し

い展開とイワタボルト香港現法がお取引頂いて

おりますＯＡ関連，音響関連のお得意先様の厳

しい品質要求，中国内生産による安定供給を目

的とし，第２期工事に着手致しました。

第２期施工面積は第１期工場とほぼ同じ３，５００

平方メートルの広さで，０５年４月初旬竣工予定

です。地鎮祭には岩田専務，岩田常務が出席し，

第２期工事に関係する建設会社，設備メーカー

様等，約４０名の方々にご参加頂き，執り行われ

ました。

８時５０分より増渕と岩田貿易（深�）孔女史
の司会進行により始まり，最初にイワタボルト

本社を代表して岩田常務より，イワタボルト全

社的な展開と中国工場設立に至った経緯等の報

告，中国工場設立にあたり管轄行政（同富裕工

業園事務所等）の方々に対するお礼の挨拶のあ

と，ご来賓として出席頂きました同富裕工業園

事務所の譚（タン）経理様よりご祝辞を頂戴い

たしました。

その後，神官ならぬ風水師のお婆さん５名に

よる「地の神へのお祈り」，「先祖への供養」，

「商売繁盛の祝詞」と続き，岩田取締役専務，

岩田取締役常務による線香奉奠，鍬入式と進み

中国の慶事では恒例の爆竹を鳴らし，風水師の

方々からは「きっとソロバンでは弾けないほど

商売繁盛するでしょう。」との慶びのお告げを

イワタボルト・シンセン工場 第２期工事 地鎮祭を挙行

「中国に根差した物つくりと工場運営を目指し」と岩田専務が謝辞

●中国の製造拠点・深�工場第２期工事の鍬入れ式

●第２期工事の地鎮祭で祈願する岩田専務（右端）と岩
田常務（左）。後方の建物は先に竣工なった深�工場の
一角

7



頂き，ご来賓の方々からは慶びの拍手喝采を頂

戴しました。

式典も終盤に入り岩田専務より「中国に根差

したもの作りと工場運営を目的とし更なる拡大

を目標に本日，第２期工事地鎮祭を迎えられた

事は慶びに絶えません。第２期工事が無事故，

無災害で竣工するように祈念致します。」との

力強い謝辞を述べました。

式典後は，シンセン工場２階会議室において

簡単な懇親会を開催いたしました。長倉ゼネラ

ル・マネージャー挨拶の後，参列頂いた皆様か

らは「こんなに楽しく，和やかな地鎮祭は初め

て！本当によかった！」とのお言葉を頂戴致し

ました。

地鎮祭を滞りなく終了し，改めて岩田螺絲

（深�）有限公司の中国における役割の重さ，
お取引先様始め皆様からの期待を痛切に感じ，

皆様のご期待に背かぬよう従業員一同，日々の

業務に精励する所存です。

岩田螺絲（深�）有限公司
常駐者 増渕 晃

●中国の現地に根差した物づくりと工場運営を
目指して挨拶する岩田専務

●左から岩田常務，今井ＳＥＭ，増渕ＡＤＥＭ，
長倉ＧＭ，岩田専務

●同，岩田常務の挨拶

●商売繁盛を約束する“風水師”の皆さん

8
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車両部品・大物プレスを主に行なっておりますヒラタ部品のタイ現地法人 Hirata Parts

（Thailand）Co., Ltd．様におきまして２００５年１月２８日に「サプライヤー会議」が開催され，

その席にて弊社 Iwata Bolt（Thailand）Co., Ltd．が納期・納入部門にて１００％on Timeの表

彰を受けました。

Hirata Parts様は，当地タイにて Honda様のあるロジャアナ工業団地に位置しており，

弊社 Iwata Bolt Thailandは車両のフレーム部品を納入させて頂いております。

昨今の鋼材不足の中で，このような表彰を得られることは弊社の協力工場を含め皆様のご

協力の賜物と痛感している次第です。

今後も受賞の継続を念頭におき社員一同さらに精進し，御客様へのサービスを充実させて

いきたく，ご愛顧戴きますよう宜しく御願い申し上げます。

Iwata Bolt（Thailand）Co., Ltd.

（森 治道）

Iwata Bolt Thailandが Hirata Parts（Thailand）Co., Ltd.より

納期／納入１００％表彰
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イワタボルト㈱では「お客様を第一」に考え

る方針からたえずＱ・Ｃ・Ｄ・Ｓに努め，早く

より各製造工場や営業所にて色々な各機関によ

る認定を受けて参りました。

弊社イワタボルト・タイランドはタイ国にお

ける販売拠点として１９９９年１２月に設立し，２０００

年１月より稼動を行なってまいりました。そし

てより充実したサービスの提供を求め，昨年よ

りＩＳＯに取り組みこの度，認証機関である

BVQiより国際規格である ISO９００１：２０００の認

証を受けました。認定番号は１６２３２１番です。

今年も初心を忘れることなく，ＱＣＤＳの充

実をより一層はかる思いで社員一同，努めさせ

て頂きます。これからも御指導・御鞭撻の程，

何卒宜しく御願い申し上げます。

Iwata Bolt（Thailand）Co., Ltd.

（森 治道）

Iwata Bolt（Thailand）Co., Ltd. が ISO９００１：２０００の認定

12



本 社 〒１４１‐８５０８東京都品川区西五反田２‐３２‐４
�０３（３４９３）０２１１（代表）FAX．０３（３４９３）２０９６

五反田営業所 �０３（３４９３）０２２１（代表）
本社SOFI課 �０３（３４９３）０２５１
本社海外課 �０３（３４９３）０２５４
本社資材課 �０３（３４９３）０２５２
技術開発課 �０３（３４９３）０２１４
栃 木 工 場 〒３２９‐２３３１栃木県塩谷郡塩谷町大字田所字八汐１６０１‐６

�０２８７（４５）１０５１（代表）FAX．０２８７（４５）１０５３
埼 玉 工 場 〒３４０‐０８１３埼玉県八潮市木曾根１１３９番地

�０４８（９９５）１３３１（代表）FAX．０４８（９９５）１３３４
一関営業所 〒０２１‐０９０２岩手県一関市萩荘字打ノ目２４４‐１

�０１９１（２４）４１１０（代表）FAX．０１９１（２４）４１８０
山形営業所 〒９９０‐０８１３山形県山形市桧町３‐８‐３４

�０２３（６８１）１１７０（代表）FAX．０２３（６８１）１１７１
仙台営業所 〒９８１‐１２２４宮城県名取市増田６‐３‐４６

�０２２（３８４）０２６５（代表）FAX．０２２（３８４）０６９４
福島営業所 〒９６３‐０１１１福島県郡山市安積町荒井字茸谷地４１‐１

�０２４（９４５）９６１０（代表）FAX．０２４（９４５）９６０５
宇都宮営業所 〒３２０‐００７１栃木県宇都宮市野沢町字桜田３７２‐１３

�０２８（６６５）４６６１（代表）FAX．０２８（６６５）４６６２
栃 木 分 室 〒３２１‐３３２５栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台５６‐２ホンダ開発ビル

�０２８（６７７）４７２１（代表）FAX．０２８（６７７）４７１９
上田営業所 〒３８６‐０００５長野県上田市古里２９‐２３

�０２６８（２６）１２９５（代表）FAX．０２６８（２６）１２５９
群馬営業所 〒３７０‐３５２４群馬県群馬郡群馬町大字中泉６２１‐６

�０２７（３７２）４３６１（代表）FAX．０２７（３７２）４３６６
太田営業所 〒３７３‐０８４１群馬県太田市岩瀬川町１１３‐３

�０２７６（４６）１７９６（代表）FAX．０２７６（４６）１７６４
埼玉営業所 〒３６４‐００１３埼玉県北本市中丸４‐７２番地

�０４８（５９１）２２１２（代表）FAX．０４８（５９１）２２６１
川越営業所 〒３５０‐１１４４埼玉県川越市稲荷町１５‐１

�０４９（２４４）１６７１（代表）FAX．０４９（２４４）１７４５
つくば営業所 〒３０５‐００４５茨城県つくば市梅園２‐２７‐２５

�０２９（８５５）０７６４（代表）FAX．０２９（８５５）０７６９
千葉営業所 〒２９２‐０８３４千葉県木更津市潮見６‐１０

�０４３８（３７）３０９４（代表）FAX．０４３８（３７）３１９４
多摩営業所 〒１９６‐００３２東京都昭島市郷地町２‐３８‐３

�０４２（５４１）５５３４（代表）FAX．０４２（５４１）６４１６
川崎営業所 〒２１２‐００１６神奈川県川崎市幸区南幸町２‐７２‐１

�０４４（５２２）４１０１（代表）FAX．０４４（５２２）４１０６
厚木営業所 〒２４３‐０２０３神奈川県厚木市下荻野５１８番地

�０４６（２４１）７０２１（代表）FAX．０４６（２４１）７０２３
藤沢営業所 〒２５２‐０８０４神奈川県藤沢市湘南台１‐２１‐５

�０４６６（４４）１２７７（代表）FAX．０４６６（４４）８８１６
横須賀営業所 〒２３７‐００７２神奈川県横須賀市長浦町１‐２

�０４６（８２３）２７２４（代表）FAX．０４６（８２３）１６５７
富士営業所 〒４１９‐０２０１静岡県富士市厚原３６７‐７

�０５４５（７１）３５８８（代表）FAX．０５４５（７１）２５３８
浜松営業所 〒４３０‐０８３１静岡県浜松市御給町１７９‐１

�０５３（４２５）１１１８（代表）FAX．０５３（４２５）９４４８
刈谷営業所 〒４４８‐０８０３愛知県刈谷市野田町新上納２９‐１

�０５６６（２４）６３２１（代表）FAX．０５６６（２４）６３２６
名古屋営業所 〒４５２‐０８４７愛知県名古屋市西区野南町７８番地

�０５２（５０２）７７６１（代表）FAX．０５２（５０２）７７６３
三重営業所 〒５１０‐０８７４三重県四日市市河原田町藤市９１６‐１

�０５９３（４７）１９４１（代表）FAX．０５９３（４７）１８６７
大阪営業所 〒５８１‐０８１４大阪府八尾市楠根町１丁目１番地

�０７２９（２３）７９１０（代表）FAX．０７２９（２３）７９１１
福岡営業所 〒８２４‐００５８福岡県行橋市長木字帽子形３７２‐１

�０９３０（２３）９４４４（代表）FAX．０９３０（２３）９４５１
久留米営業所 〒８３９‐０８０８福岡県久留米市東合川新町１１‐１３

�０９４２（４５）３４５１（代表）FAX．０９４２（４５）３４５２

IWATA BOLT HONG KONG CO., LTD.
UNIT B, 1/F, KOON WAH MIRROR GROUP
BUILDING, NO.2 YUEN SHUN CIRCUIT, YUEN
CHAU KOK, SHATIN, N.T. HONG KONG.
�８５２‐２６４９‐９１１０ FAX．８５２‐２６４６‐６１１９

IWATA BOLT（SHANGHAI）CO., LTD.
PARTB, NO.39BUILDING, 461HUA JINGROAD,
SHANGHAI WAIGAOQIAO FREE TRADE ZONE,
P. R. CHINA ZIP 200131
�８６‐２１‐５０４６‐３０３７ FAX．８６‐２１‐５０４６‐３０３８

IWATA BOLT（SHENZHEN）CO., LTD.
NO.001-12, TONG FU YU INDUSTRIAL PARK,
TANG XIA YONGVILLAGE, SONGGANGTOWN,
BAO’AN, SHENZHEN, GUANGDONGPROVINCE,
P.R. CHINA ZIP 518105
�８６‐７５５‐2714‐0442 FAX．８６‐７５５‐2714‐0443

IWATA BOLT TRADING（SHENZHEN）CO., LTD.
UNIT 126 BUILDING NO.3,
INTERNATIONAL COMMERCIAL AND
EXHIBITION CENTER,
1001 HONG HUA ROAD, FUTIAN FREE TRADE
ZONE, SHENZHEN GUANGDONG PROVINCE,
P.R. CHINA ZIP 518038
�８６‐７５５‐８３５９‐１８００ FAX．８６‐７５５‐８３５９‐１９００

IWATA BOLT（THAILAND）CO., LTD.
41/30 BLOCK C-8, BANGNA-TRAD RD. KMS.
16.5,
T. BANGCHALONG, A. BANGPLEE,
SAMUTPRAKARN 10540 THAILAND
�６６‐２‐７40‐786０ FAX．６６‐２‐７4０‐7863

IWATA BOLT（S）PTE. LTD.
NO.10 BENOI CRESCENT JURONG TOWN
SINGAPORE 629973
�６５‐６２６６‐３７９４・３７９５ FAX．６５‐６２６６‐２１１５

IBK FASTENER MALAYSIA SDN. BHD
No.2, JALAN PJS 11/3 BANDAR SUNWAY
46510 PETALING JAYA SELANGOR,MALAYSIA
�６０‐３‐５６３８０２１５ FAX．６０‐３‐５６３８０２１８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス工場
7131 ORANGEWOOD AVE. GARDEN GROVE,
CALIFORNIA 92841-1409 USA
�１‐７１４‐８９７‐０８００ FAX.１‐７１４‐８９７‐０８８８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス支店
１3128 A-2 IMPERIALHWYSANTA FE SPRINGS.
CALIFORNIA 90670 USA
�１‐５６２‐４０７‐３１１１ FAX.１‐５６２‐４０７‐３５５５

IWATA BOLT USA INC. アトランタ支店
5324 GA HWY 85 SUITE 900
FOREST PARK. GEORGIA 30297 USA
�１‐４０４‐７６２‐８４０４ FAX.１‐４０４‐６６９‐９６０６

IWATA BOLT USA INC. オハイオ支店
7446WEBSTER STREET DAYTON, OHIO 45414
USA
�１‐９３７‐４５４‐１２７７ FAX.１‐９３７‐４５４‐１４８０

IWATA BOLT USA INC. ナッシュビル支店
401 AIRPARK CENTER DRIVE NASHVILLE, TN
３7217 USA
�１‐６１５‐３６５‐１２０１ FAX.１‐６１５‐３６５‐１２０６

IWATA BOLT USA INC. カナダ支店
1199 RINGWELLDRIVE, UNIT B, NEWMARKET,
ONTARIO L3Y 7V1 CANADA
�１‐９０５‐９５３‐９４３３ FAX.１‐９０５‐９５３‐０１６７

IWATA BOLT MEXICANA, S.A. DE C.V.
CALLE PROLONGACION. 610 COLONIA
ALAMO INDUSTRIAL, GUADALAJARA, JAL.
MEXICO CP 45560
�５２‐３３‐３６６６‐２３７０ FAX.５２‐３３‐３６６６‐２３７３

はあなたの会社に
最適締結システムを提供します

ISO１４００１認定企業・ISO９００１認定企業 URL http : // www. iwatabolt. co. jp /


